
140301ゴルフ場における死傷災害100事例（-2017年）

No 年 月
発生

時
死傷災害事例

年

齢

事

故

の

型

起因物

（小）

労

働

者

規

模

1 2017 12 14~15

プレーを終えて帰って来たカートの後方で、クラブ確認作業を

行っていたところ、後続のプレーヤーのカートが戻って来た

際、追突防止センサーが働かずに追突したため、肩を挟まれ

た。 通常、カートの電源を入れておくことで追突防止センサー

を作動させているが、今回は電源を切っていたため、センサー

が働かなかった。

66 6 239

30

～

49

2 2017 12 8~9
マスター室前にて、カートへバッグを積み込み中、右腰から右

足脹脛にかけて痛みがはしり、受傷した。
60 19 611

100

～

299

3 2017 12 6~7

クラブハウス正面玄関にてポーター業務中、お客様のキャディ

バッグが倒れそうになったので支えようとした際、左腰に痛み

を感じたと本人より申し出があった。 1時間ほど休憩したあ

と、病院にて受診したところ、ヘルニアの疑いがあった。 後

日、改めて詳しい検査を行うことになり、1週間～2週間は安静

が必要になった。

27 19 921

50

～

99

4 2017 12 9~10

ゴルフクラブ5番ホールにてキャディ業務中、7番ホール方向か

ら飛んで来た球が、左足くるぶし付近に当たり負傷した。 飛球

元を捜したものの、特定には至らなかった。

38 4 529

50

～

99

5 2017 12 7~8

仕事で移動するため高速道路を走行中、合流地点から100mほど

走行した場所で路面が凍結しており、気がつくのが遅れてス
48 17 231

10

～



リップし、左側のガードレールで接触事故を起こした。 左足と

左手に打撲を負った。
29

6 2017 12 11~12

車輌洗い場で軽トラックのフロントガラスが夜露のため前が見

えにくいので洗浄しようとホースに向かった所、凍結路面で足

をすべらせ背中から転倒した。 かなりの勢いだったので頭部を

守るためひねりながら左側背中を強打し、左肋骨を骨折した。

61 2 417

30

～

49

7 2017 12 10~11

進入路の植え込みの剪定をしている際、邪魔な枝等を左手で避

けながら剪定用の電動トリマーでの作業を同時に行っていたと

ころ、左手に電動トリマーが接触してしまい、左手中指を裂傷

した。

53 8 139

30

～

49

8 2017 12 10~11

サウス4番ティーでお客様が打てる状況になるまで待っている

時、サウス1番ティーから打ったお客様の打球が右足に当たり負

傷した。

60 6 379

100

～

299

9 2017 12 16~17

ゴルフ場内（12番ホール）で、落葉清掃を行っていた際、集め

た落葉の中でバランスをくずし、左足首をひねった。 その後、

左足首くるぶし付近が腫れてきた為病院を受診した。

63 19 921

50

～

99

10 2017 12 14~15

当ゴルフ場インコース10番ホールでプレーヤーが打った打球が

右側のクリーク（川）に入ってしまった。 そのボールをボール

ピック（伸び縮みするボール取り棒）でコンクリート上で屈ん

で取ろうとしたときにボールピックの伸縮を完全に固定しな

かったために縮んでしまい、体が前のめりにクリークに落ち、

左足首から膝をコンクリートに打ち打撲し、体勢を立て直そう

としたときに腰を捻り負傷した。

60 19 379

50

～

99

11 2017 11
15～

16

ゴルフ場コース内5番ホールの137ヤード表示マンホール付近

で、お客様がボールを打つ方向を確認するためカート道の脇に

立ったところ、カート道とラフの間の段差に左足が挟まった。

左足を外そうとして、外れた瞬間、前に倒れそうになり、踏ん

張った時、左足首を捻った。 痛みはあったが、最後までキャ

60 19 416

50

～

99



ディを続けた。 その後、病院で診察を受けたところ、左足の甲

の骨が2ヶ所折れていた。

12 2017 11
11～

12

8番ホールのティグラウンド（レギュラーティ）で前の組のプ

レーを待っていたら、7番ホールでプレーしていたお客様の左バ

ンカーからのアイアンショットが曲がり、右肩甲骨辺りに直撃

した。 痛みがあったのですぐに病院へ行った。

25 4 529

100

～

299

13 2017 11 6～7

カート道右斜面において、立ち枯れの木を伐採作業中に切り倒

した4m程の木が地面と接触した。 その反動により折れた枝が

20m以上離れた場所に避難していた被災者の左膝上に当たる。

60 4 712

50

～

99

14 2017 11
10～

11

当社コース内にてキャディ業務中、8番ホール残り150Y付近に

てプレイヤーが打ち終わるのを確認中、プレイヤーの右前方10

ｍ付近で立っていたところ、プレイヤーの打球がシャンクし

（ミスショット）、右前方にいたキャディに直撃し、避けきれ

なかったキャディの左脚腓骨部分に当たり負傷した。

61 6 999

50

～

99

15 2017 11
15～

16

ゴルフ場コース内にてカップ切作業を実施中、埋め戻しの低い

箇所を補修しようとホールカットをし場面に入れる時に硬いこ

とを想定して力を入れた際、思いのほか軟らかく、体勢が崩れ

右の背中から腰に負傷した。 痛みはあったが大事ではないだろ

うと思い、翌日以降も通常勤務に当たったが痛みが酷くなり、

しばらく休み安静にしていたが痛みが引く様子もなく、後日に

受診した。

39 19 921

50

～

99

16 2017 11 7～8

ゴルフ場にてキャディ業務中、11番ホール残り230ヤード付近

カート道路上で、左ふくらはぎに激痛が走った。 近くにいたお

客様にも聞こえる位の音がし、かなりの痛みの為業務続行が不

可能となり同僚に病院まで搬送してもらった。

50 19 921

50

～

99

17 2017 11
14～

15

当社作業場内において、納品を終えた商品（ビール粕飼料）運

搬用トラック（10t車）を所定位置に駐車後、運転席から降りよ

うとした際、バランスを崩し転倒した。 その際、地面に右肩を
62 2 239

50

～



強打し、負傷したものである。
99

18 2017 11
10～

11

社内倉庫内にて取引先による発注伝票を元に、それぞれの会社

別コンテナに在庫確認中、1つの会社の在庫確認終了後、所定の

場所にコンテナを設置し移動中、両手でコンテナを持ち運び、

他の商品棚の隙間を通過する際、左肩がぶつかり、動きずれた

為、両手に持った荷物をその場に下ろし斜め後方を振り返る

と、ズルズルと傾き落ちそうな感じだった為、急いでそのまま

体を捻った状態のまま落下物を受け止め（衣類等を収納する

箱、高さ約155㎝位、重さ約18㎏位）商品を守り足がクロスし

た状態のまま、荷物の下敷きとなったまま身動きがとれず、助

けを求めたが、倉庫内の為、しばらく気付いてもらえず体中圧

迫状態が続いて固まってしまい、救急車にて病院へ搬送され

た。

40 8 364

30

～

49

19 2017 11
15～

16

INコース10番ホールのティーグラウンドで作業するため、

ティーグラウンド脇の下り坂に軽トラックを止め車から降りた

ところ、サイドブレーキの掛かりが甘く軽トラックが坂道を下

り始めた。 車を止めようと車を追いかけ外側からハンドルを操

作して脇の土手に車をぶつけて停止させたが、足を強く踏ん

張ったため両足を負傷した。

54 19 231

50

～

99

20 2017 10
14～

15

コース管理作業中、2人で猪よけの柵を切り替えるため、坂に

なっている場所で既存の猪よけネットを取り除いていた際に地

中に埋まってしまっている部分を引っ張り出した時、振り向き

ざまに身体のバランスを崩し2メートルぐらい下に転げ落ち、U

字溝上部に取り付けてあった金具で左太もも付け根の少し上部

を切り出血した。

63 1 711

50

～

99

21 2017 10
16～

17

2番ホール左法面にあった枯れ松を伐採し倒した後、枯れ松を

カート道から撤去しようと近づいた時に支えになっていた枝が

折れて右足の上に転がってきた。

29 6 712

30

～

49



22 2017 10
10～

11

中コース6番でプレーをしていたお客様のティーショットが左法

面150ヤード看板付近にあり確認のため法面を上った。 終えて

戻るため法面を下る際に滑り左足くるぶしが捻挫のような症状

となった。

60 19 416

50

～

99

23 2017 10
12～

13

グリーン上でボールマークを直していた際、右下方向から打っ

たプレーヤーのボールがおでこに直撃した。
40 4 379

50

～

99

24 2017 10
9～

10

ショートコースにおいて、グリーンの芝刈り業務中に発生。 エ

ンジン付の手押し式芝刈機がグリーンの端まできたので、方向

転換を行った。 その際ゆるやかな下り斜面に足を踏み入れたと

ころ、露でしめっている芝の上で転倒した。 痛みがあったため

病院で診察を受けたところ、骨折していた。

65 2 711

50

～

99

25 2017 10
15～

16

仕事を終え、徒歩で駐車場へ向かった。 駐車場へ下りる階段で

足を踏み外し、下まで落ちた。 もともと膝が悪く、階段を下り

る際、膝が抜けるような感じだった。

30 1 413

50

～

99

26 2017 10
15～

16

2階休憩室の天井にある照明器具の掃除を、脚立に乗って行って

いたところ、4段目1m位の高さから足を踏み外して床に落ち

た。 床に落ちた時に右足首を捻った状態で着いたため、時間の

経過とともに痛みが増し腫れてきた。 骨折と診断された。

57 1 371

10

～

29

27 2017 10
16～

17

当社キャディBag置き場にて、運搬機に乗ったお客様の預かり

キャディバッグを、バッグ立てに移動作業中、重いキャディ

バッグであったため手が滑りキャディバッグを落とした際に、

左脚脛にぶつかり負傷したもの。

69 4 611

50

～

99

28 2017 10
10～

11

ゴルフ場スタート室横の側溝を清掃しようと側溝の蓋（金属

製）を持ち上げずらそうとしたところ、指（右手第1関節部）を

切傷。

61 8 521

100

～

299

16～
カート洗いをしている際に、洗浄機のホースが他スタッフの運 50



29 2017 10
17

転するカートのバンパーに引っ掛かり、持っていたホースに引

きずられ転倒した。

64 2 239 ～

99

30 2017 10
13～

14

ゴルフ場のアスファルト工事現場で舗装作業をしている時に、

油で汚れた軍手が原因で、手に持っていた作業道具のコテが手

から滑り落ち、コテの先端部分が右足の中指部分に落下し負傷

した。

50 4 364

100

～

299

31 2017 9
13～

14

当該事業場（ゴルフ場）内の13番ショートホールのティーグラ

ウンドにて、利用客のティーショット終了後、ティーグラウン

ドからカート道へ降りる階段で、利用客のゴルフクラブ3本を

持っていた為、バランスを崩し左足首を捻挫した。

32 1 413

50

～

99

32 2017 9
14～

15

コース管理棟で休憩を取ろうとイスに座ったが、軽トラックか

ら大きな工具を降ろす作業を手伝おうとイスから立ち上がろう

としたら、足元に物があったのに気付かず、そのまま立ち上

がったら左足首を捻った。

43 2 416

30

～

49

33 2017 9
11～

12

コース管理棟横にある整備棟にて、フェアウェイ刈RM6500の

カッティングユニットの下刃を新しく交換する際、添えていた

左手人差し指を受傷した。

70 8 169

50

～

99

34 2017 9
10～

11

コース場で、お客様のクラブを届け、後退りした際に左足ふく

らはぎを痛めた。
34 19 921

50

～

99

35 2017 9
12～

13

食器洗浄後のとんかつ皿を拭き上げる際、皿が滑り落ちそうに

なり皿を受け止めた時、洗浄ケースのヘリに指がひっかかり負

傷、祝日診療に付、専門医が休みで断定は出来ないが剥離骨折

の疑いとの事であった。 後日、再診の上、剥離骨折と診断され

た、手術を要するとの事で、後日、手術となった。

56 3 391

100

～

299

36 2017 9
12～

13

13番ホールティ・グランドのレギュラーティ付近のスプリンク

ラーに右足がはまって、捻挫したものである。
57 2 391

100

～

299



37 2017 9 8～9

クラブハウス周辺の草刈り作業を行っていた際に、草が思って

いたように切れず、刃が手元に滑ってきてしまい、左手人指し

指の根元を創傷したものである。

68 8 364
1～

9

38 2017 9
15～

16

コース内、OUT5番ホールにて、台風通過時の倒木の伐採作業を

して、鉄やチェーンソーを使用している時に、手首に痛みが生

じた為、翌日通院した。

70 19 364

30

～

49

39 2017 9
15～

16

バンカー法面清掃作業中に燃料を補給する為、作業者の荷台に

背負いブロアーを置き、燃料タンクを取ろうとしたところ、ア

クセルレバーが胸に当たった。

65 3 231

50

～

99

40 2017 8
14～

15

ゴルフコース用の乗用草苅機に乗って草刈作業中、走行の勢い

と突風により、砂埃が発生した。 その際に右目に砂の粒が入

り、右目の角膜を傷つけた。

57 4 719

10

～

29

41 2017 8
11～

12

OUTコース9番ホール150ヤード付近、右側ラフ（芝の長い区

域）で、お客様のボールを探しているとき、地面にあった穴

（直径約25㎝、深さ約12㎝）に気づかず、左足を踏み入れてし

まい足首を捻った。 そのときは痛みもなかったため業務を続け

ていたが、業務途中から痛みが出だし、帰宅したときには足を

床につけられない状態になった。 受診の結果、靭帯損傷（全治

6週間）と診断された。

55 19 417

50

～

99

42 2017 8
9～

10

ゴルフ場2番ホールのグリーンを終り、カートにて3番ホールへ

向かうため、カートに乗り込んだときに、後続組の打球が飛ん

できて、右後頭部に直撃し、側頭骨亀裂骨折を負った。

29 4 911

100

～

299

43 2017 8
11～

12
草刈り作業中に足を滑らせて、溝に落ちて足首を捻挫した。 69 1 416

100

～

299

44 2017 8 8～9

東1番ホールにおいて、お客様の球を探すためにセカンド左の林

帯の中に入り、芝地のくぼみ（水みちのような状態）に右足を
57 2 711

100

～



入れて転倒した。 その際に、右足首付近を痛め動けなくなっ

た。
299

45 2017 8
9～

10

15番ホールティグラウンドでお客様のティショットが終ったあ

と、ティグラウンドから下りて行った際に、ティグラウンド法

面にある排水口で右足をとられ足を捻った。

22 2 711

50

～

99

46 2017 8
13～

14

飯合にライスを入れに行く途中、ホールから厨房への出入口の

段差で、足首を捻ってしまった。
63 19 417

50

～

99

47 2017 8
14～

15

キャディ業務にて昼休憩後、午後キャディ業務につき途中コー

ス売店付近で最初の足がつるも直ぐに回復したため業務を続行

した。 更にフェアウェイにて激しくつるも数分の簡易治療にて

業務を継続した。 上記2回時には、マスター室への連絡は行っ

てない。 フェアウェイ右側入口に至った際に再度激しく足がつ

り、腰を芝面に下ろしたところ、大腿や上腕他、全身に軽いけ

いれんを伴う激痛を発症し、マスター室へ救助を求めた。 初見

で、脱水症状が著しいと判断し、救急隊による救急治療ならび

に救急搬送を依頼した。

22 90 715

100

～

299

48 2017 8
9～

10

ゴルフコース内12番ホール左ラフ斜面を、歩行式芝刈機にて芝

刈中、斜面で足を滑らせ事故に至った。
78 2 417

10

～

29

49 2017 7 10~11

ハーフラウンドを終え、体調不良を訴えキャディ控室に戻る。

身体を水で冷やすなかで手足に痙攣が始まり治まらなかった。

平均気温29.2℃、最高気温33.0℃、最低気温26.2℃、湿度84％

63 11 715

100

～

299

50 2017 7 16~17

当スタッフが2名乗りの電動カートで15番ホール売店清掃へ行

く途中に16番ホール管理道（ゴルフ場スタッフが作業時に使用

する道路）の見通しの悪いカーブしている箇所で逆方面から来

たカートに正面衝突しカートのハンドルで左脇腹付近を強打し

た。 事故原因は見通しの悪い箇所だったがカートを減速せずに

66 3 239

50

～

99



運転していたことが原因である。

51 2017 7 11~12

№14ホールで右の林に飛んでいったお客様の打ったボールを

走って探しに行った際、斜面の窪みに足を取られ左足をひねり

負傷した。

21 19 416

50

～

99

52 2017 7 8~9

レストランホール内のシンクにて、コーヒーポットの残量計を

ブラシにて洗浄中に誤ってガラス管を割ってしまい、割れたガ

ラスが左手人差し指下側に刺さった。

32 8 529

30

～

49

53 2017 7 14~15

当社弁当調理工場内で天ぷらを揚げるためボールを持って天ぷ

ら粉を溶いていたところ、揚場付近に油っぽい物があり滑って

転倒し、その際に左肩を負傷したものである。

63 4 921

50

～

99

54 2017 7 7~8
練習場小屋の中で机上に乗り、サッシを清掃中にバランスを崩

し右足の踵から地面に落下したため、右踵を負傷した。
70 1 379

100

～

299

55 2017 7 14~15
ゴルフバッグを運搬機に運ぶ際に、段差につまずき左足を捻

り、左膝を痛めた。
58 2 417

100

～

299

56 2017 6
11～

12

お客様からお預かりしたキャディーバッグをポーター（バッグ

を乗せて運ぶ車輛）に載せる際、通常より重たかったため左足

で押し込んだ時、左足大腿骨に激痛を感じた。

59 19 611

30

～

49

57 2017 6
11～

12

グリーンのローラー作業を行うため、軽トラックに載せたグ

リーンローラーを降ろそうと、軽トラックに橋板を掛け、ロー

ラーに乗って動かしていたところ、橋板のツメがしっかり掛

かっていなかったため橋板が外れ、ローラーから落下して右膝

を強打した。

40 4 379

10

～

29

58 2017 6
17～

18

コース管理作業終了後、徒歩にてゴルフ場管理棟に戻る時のこ

とである。 管理棟入口にはゴムシートが敷いてあり、滑り止め

としてその上に絨毯を敷いてあったが、雨に濡れたためゴム 66 2 417
1～

9



シート上で絨毯が動きやすくなっており、足を踏み入れた際に

絨毯ごと滑り転倒し、右手をついた際に負傷したものである。

59 2017 6
10～

11

機械倉庫で、トラクターのアタッチメントの固定スタンドを固

定するため、ピンを抜こうとしたが抜けなかったため、力強く

引いたところ急に抜けてしまい、アングルが左足に落下して左

足中指を骨折した。

54 4 227

100

～

299

60 2017 6 6～7

当社東コース上にあるバンカーを、サンドブロ（バンカーを均

す機械）に乗って均す作業をしていた。 レーキ（サンドプロに

付いているトンボ）を定位置に戻そうと機械から降りた際、足

が躓き転倒し、地面に左手首を着き骨折した。

66 2 169

100

～

299

61 2017 6
14～

15

当社敷地内スキー場ゲレンデ斜面の草刈り作業を、刈り払い機

を使用して実施していたところ、作業の流れで刈り込み場所移

動の時、斜面を登ろうとした時に足を踏ん張った際、左足ふく

らはぎの肉離れを発症した。

51 19 711

30

～

49

62 2017 5
13～

14

7番ホール同行中、プレーヤーの打球が隣の8番ホールへ反れた

ため、目視の際の移動中にブロックレールの上を歩いていた

ら、足が滑ってカート道路上で右足首を痛めた。

19 19 417

30

～

49

63 2017 5
16～

17

脚立に乗り木の剪定作業中に、バランスを崩して脚立より落

ち、左胸・左脇を地面に強打した。
76 1 371

100

～

299

64 2017 5
13～

14

キャディ業務中、No.10ホールの斜面でボールを探している時

に足を滑らせ、転倒しないように捻るような体勢になり、股関

節を痛める。

49 19 719

50

～

99

65 2017 5
13～

14

当事務所従業員がキャディ業務中、カートから降りようとした

ところ、段差に躓き左足首を負傷した。 大したことはないと思

いそのまま業務を続けていたが、左足甲が腫れて痛くなった。

66 19 417

50

～

99

13～
ゴルフ場内において水路の清掃をしている時、足元が滑り横転 30



66 2017 5
14

した。 水路のブロックで右側肋骨を痛め、しばらく様子をみて

いたが良くならならず、右側一番下の肋骨骨折が判明した。

58 2 418 ～

49

67 2017 5
11～

12

15番グリーンまで150ヤード付近にて発生した。 15番ホールで

被災者がカート道路と芝面との段差で躓き、右足を捻挫した。
42 19 711

100

～

299

68 2017 5 8～9
2番ホールフェアウェイセカンドショット地点でスプリンクラー

に足を取られ右の足首を捻ってしまった。
58 2 416

50

～

99

69 2017 5
11～

12

ホテル内客室清掃中にベッドのシーツに足が絡まり転倒した。

転倒のはずみで左足膝を床に強打して、左足膝上約10㎝の裂傷

となった。

65 2 611

100

～

299

70 2017 5
14～

15

練習場クラブハウス横にある植木の刈込みをしようとして、石

積の石に足をかけ登ろうとしたところ、左足が滑り60㎝位の高

さから右足から落下した。

72 1 419

50

～

99

71 2017 5
16～

17

西コース7番コース横で、背負いブロアを背負って小枝を清掃し

ていた際に、後ろに下がって行ったところ地面を這っている枝

に足を取られて転倒し、左手を地面につき、左手首を負傷し

た。

60 2 711

50

～

99

72 2017 4 8～9

11番ティショットの方向確認を行う為の立ち位置から、ショッ

トされた球の行き先を見ようと斜面を下りかけた際、負荷がか

かり左膝を捻挫した。

19 19 719

30

～

49

73 2017 4
15～

16

南コース3番ホールベントグリーン左バンカーレーキングが終了

し、4番ホールへ行く為、バンカーからカート道へ出る時にハン

ドル操作を誤り、カート道左下へバンカーライダーに乗った状

態で落下し、バンカーライダーから放り出されて左頭と肘を

打った。

62 1 239

10

～

29

13～
被災労働者はキャディ業務中、東コース1番ホールにて残り200 100



74 2017 4
14

ヤード地点の池横の川を横断しようと川に下りた時、左足首を

捻挫した。

19 19 417 ～

299

75 2017 4
11～

12

ゴルフ場にて、お客様のボールがバンカーに入り、バンカー横

で素振りをしたら、クラブヘッドの先が通りかかったキャ

ディーの顔に当たり、右まぶた上部が切れ出血した。

56 6 921

100

～

299

76 2017 4
15～

16

キャディ業務が終わり、従業員駐車場から車を運転し右折しよ

うと道に出た際、右側から来たバイクと衝突する。 車の運転手

は怪我なし。

62 17 231

100

～

299

77 2017 4
11～

12

11番ホールIP地点でフォアキャディの業務中に、ティーショッ

トのボールを確認するため斜面を移動中、滑って右手を地面に

着いた際に右手首を負傷した。

71 2 417

50

～

99

78 2017 4
12～

13

11番ホールから10番ホールに下りる途中、ゴムマットにつまず

き前のめりに転び、手をつき両肩を痛めた。
53 2 417

100

～

299

79 2017 4
15～

16

9番ホールのフェアーウエイにて、飛んで来たボールが左足小指

付根にあたった。 痛みがあまりなかったのでキャディ業務を継

続したところ、痛みが増し、左足小指にヒビが入っていると判

明した。

56 4 521

50

～

99

80 2017 4
18～

19

業務終了時にエアーガンで汚れを落としている際、操作を誤り

エアーガンを眼球に当て、眼球周りの粘膜を損傷した。
48 6 391

50

～

99

81 2017 3 16~17
業務を終え、帰宅しようと駐車場に向かう途中、坂になってい

る砂利道（敷地内）に右足を滑らせ右足を捻った。
66 2 417

50

～

99

82 2017 3 15~16
2Ｆレストランから階段を下りている途中に、残り1～2段付近

で足を踏み外し、右足首を捻り転倒した。
55 1 413

30

～

49



83 2017 3 9~10

アウトコース6番ホール120ヤード付近にカートを停車し、お客

様にクラブを渡した。 ボールの行方を見ながらカートに戻って

いたためバンカーに気づくのが遅れバンカー後ろ側の縁で右足

首を内側に捻って転んでしまった。 その時点で業務を中止し、

クラブハウスに戻って、湿布とテーピングで手当をした。 本人

は大丈夫だと思い業務に戻ったが、患部に腫れと痛みがあり、

右足関節外側靭帯損傷と診断された。

47 2 419

50

～

99

84 2017 3 15~16

ティーショットの飛球確認のためお客様の前方に立っていたと

ころ、お客様の打球が大きく左にひっかかり、キャディに直撃

した。 ヘルメットにより衝撃は軽減されたものの、とっさに身

をかがめた際に首筋を痛めた。

59 4 379

50

～

99

85 2017 3 14~15
5番コース売店の裏階段の枕木に足をとられて転倒し、腰を強打

した。
46 2 413

100

～

299

86 2017 3 11~12

当ゴルフ場内、No.11ホールのティーグランド横の樹木剪定

中、脚立が不安定な状態のまま作業していたため、脚立が倒れ

てしまい転倒し負傷した。

46 1 371

50

～

99

87 2017 3 13~14
クラブハウス正面玄関脇喫煙所周辺で、脚立（1.6m）を使用し

て壁を清掃中、右側頭部の裂傷および右耳内部出血を負った。
42 1 371

50

～

99

88 2017 3 13~14

キャディ業務中、打者のボールが左に大きく曲がったため、そ

のボールを探すため歩いていた際、落ちていた松ぼっくりを踏

み左足を痛めた。

59 19 719

30

～

49

89 2017 2 13~14

6番ホールグリーン周りで、バンカーから上って来た客、フェア

ウェイから上って来た客と、キャディが交錯しそうになり、

とっさに避けたところ高さ1.5mのバンカーに滑り落ち負傷し

た。

58 1 711

50

～

99

洗い場で食器洗浄業務をしていた時、食器洗い機専用ラック



90 2017 2 14~15

（プラスチック素材）が落ちかけたところ、咄嗟に手を出し受

けとめた際、左手中指と薬指の間が裂け出血した。 瞬間的な加

重により皮膚が裂けたとみられ裂開部を4針縫合した。 尚、

ラック自体は元々破損もしておらず鋭利な部分も特になかっ

た。

50 8 379

30

～

49

91 2017 2 13~14

コース5番と7番の間にて、FW目砂作業の為、目砂散布機に砂を

補充する作業をしていたところ、機械のステップに足を掛けて

ホッパーに登る時に右足を滑らせ落下する際に胸を強打し、右

肋骨を骨折した。

56 1 229

100

～

299

92 2017 2 8~9

クラブハウス前ロータリーにおいて、被災者は、後方からロー

タリーに入って来たお客様Aの車が完全に停止した事を確認し

てから、前方に停止していた車のトランクからゴルフバッグを

取り出していた。 お客様Bが自車両のトランクを開けるため、

ハンドル下部に気を取られた際に誤ってブレーキペダルから足

が離れたため車が動き出し、作業をしていた被災者の左足太腿

裏に接触した。

63 17 231

100

～

299

93 2017 2 9~10

西コース2番左バンカー横にてボールを探している時に、マン

ホールの上に乗ってしまい、蓋が外れて足が嵌まり、骨折した

模様である。

49 1 418
1～

9

94 2017 2 6~7

車で通勤出社し当クラブ駐車場へ自家用車を駐車しクラブハウ

スロッカーまで徒歩で向かう途中、ゆるい下り坂で左足首を

捻った際に負傷したものである。 当日朝はまだ駐車場内が暗く

歩きにくい状況であった。

42 2 417

100

～

299

95 2017 2 15~16

5番ホールのグリーン奥で、次のホールに向かいながらお客さん

の方を見ていたところ、スプリンクラーに気付かずに右足が嵌

り、右足首が外側に捻りながら転倒し負傷した。

23 2 521
1～

9

96 2017 1
9～

就業場所の敷地内駐車場にて、通勤車両から降車した時に足元

の凍結に気付かず、滑って転倒し、右橈骨遠位端骨折となって 53 2 417

50

～



10
しまった。 99

97 2017 1
10～

11

クラブハウスの玄関を出て、フェイスブック用の写真撮影をし

ようとしたところ、雪解け水で凍結していたアスファルトに滑

り、体の背面及び後頭部を打撲した。

56 2 719

50

～

99

98 2017 1
13～

14

2番ホールでコースの清掃作業をしていたところ、カート道路を

走行してきたゴルフカートに顔面が接触し負傷した。
29 6 229

50

～

99

99 2017 1
14～

15

枝打ちのため、木に登りチェーンソーを使い作業していたとこ

ろチェーンソーを落とし、右足ふくらはぎに当たり5～6cm裂傷

し、傷が筋肉まで達していたため15針程度縫合した。

69 8 136

30

～

49

100 2017 1
12～

13

お客さまのクラブ探しのためコース内を巡回していた際、3番

ホールグリーン横のバンカー内にバンカーレーキが放置されて

いることに気付き元に戻そうとバンカー法面（高さ約90cmの段

差）から入り、足を滑らせて右足を骨折した。

65 2 417

50

～

99

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html(職場のあんぜんサイト)

参考：労働災害の分類の概要

各小業種における死傷災害100事例（-2017年）に戻る。

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202306_02.html
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202307_17.html
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